
  
  

教育講演会無事終了 
 

 講師に、千石 涼太郎氏（ノンフィクション

作家・エッセイスト）を迎えて、「求められる

人とは」の演題で教育講演会を開催しました。 

講師は小樽市出身であり、「なまら北海道だ

べさ」などの著書や『現代かわら版 店にレト

ロの風情あり』など北海道新聞社へ寄稿してい

ることでも道内に知られている方であります。 

 講演内容は、参加対象が教職員ということを

意識して、学校での様子を想定し、「求められ 

る人」「求められない人」を具体的な人物や事

象を通してのわかりやすい講演でありました。 

今求められている教師像に触れた的確な内容でもありました。 

特に、講演の最後には、先生方に願うことは、「子ども達がコツコツと小さなことを積み

重ね自分自身の手で幸福（夢）をつかみ取ることを教えてあげてほしい。」「人生は自分で

歩んでいくことである.]ことなど地道な努力の大切さを説いていたことが印象的でありま 

した。 

講演会への参加数は、先生方が管内すべての市町村から多数参加していただいたこと、 

    また、倶知安町民（壽大学の学生）、保護者参加も多くあったことから、３２５名となりま

した。来年度から厚生会助成金の関係で２年に一度ということになりますが今後ともよろ

しくお願いします。 

     最後に、この講演会を支えていただきました後志教育局をはじめ後志町村教育委員会協

議会等に心より感謝申し上げます。 
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 ＤＶＤの紹介 
  今年度、研修センターでは習熟を中心に進める授業の在り方を示したＤＶＤを３枚購

入しました。タイトルは「教えて考えさせる授業」～小学校～ 

 

 パッケージの解説文から 

「教えて考えさせる授業」は目標の明確な「習得型授業」の原則

論として提案されたものです。学習のメカニズムを踏まえたオー

ソドックスな授業展開であり、教師に名人芸的な技量がなくて 

も、ある程度の学習効果が期待できます。更に、課題や展開に工

夫を凝らせば、感動的でかつ高度な授業にもなる可能性を秘めて

います。 

実践編の内容 「国語・算数」「社会・理科」と解説編「教え

て考えさせる授業は何を目指すのか」の３編から成り立っており

ます。 

  貸し出しも考えております。研究図書と同じように２週間程度としております。何かあ

りましたら研修センターにご連絡下さい。 

 

研修講座日程内容等変更のお知らせ 
 

○ 開催要項では、社会教育研修講座 ９月１０日（金）となっておりましたが、講

師の都合等を検討した結果、９月９日（木）に変更となりました。参加対象は社会

教育担当者、小中学校教職員となっております。受講につきましては、詳しい開催

要項を送付しますので教育委員会を通して連絡願います。 

   ○ ８月２７日（金）学級経営講座（中）で学級経営案を持参下さいという連絡を 

    入れましたが、学級通信等があれば持参下さいとの変更の連絡がありました 

○  ９月３日（金）保健体育科研修講座では、当初、フットベースボールの指導と記

載しておりましたが、新学習指導要領の関係で小学校中学年でのネット型ボールゲ

ームの指導法に変更しました。ご理解下さい。 

 

8 月研修センター予定 
 

これからの研修講座等をお知らせします。 

 ８月１６日（月）事前研 保健体育  

８月２０日（金）事前研 算数・数学   事前研 英語科 

８月 2４日（火）算数・数学研修講座 

８月 2５日（水）技術科研修講座 事前研 道徳  

   ８月２７日（金）学級経営（中）研修講座 

  
後志教育研修センターを身近におくために、パソコンのお気に入り画面に

研修センターホームページを入れてください。 

教頭先生、研修担当の先生 職員室回覧願います 


